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６
月
30
日
（
火
）、
静
岡
県
志
太
榛
原
農

林
事
務
所
と
（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
の

意
見
交
換
会
が
、
藤
枝
総
合
庁
舎
別
館
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
林
業
事
務
所
、
土
地
改
良
事
務

所
の
時
代
に
は
、
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
意

見
交
換
会
も
現
在
の
よ
う
に
統
合
さ
れ
て
か

ら
は
、
初
め
て
の
意
見
交
換
会
で
し
た
。

　

志
太
榛
原
農
林
事
務
所
か
ら
は
、
所
長
、

部
長
、
技
監
、
各
課
長
全
員
が
出
席
さ
れ
、

建
設
業
協
会
か
ら
は
、
正
副
会
長
以
下
理
事

全
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

広
報
誌
「
ひ
び
き
１
４
４
号
」
で
新
任
の

天
野
所
長
に
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
取
材
の
席
上
、「
統
合
さ
れ
て
か
ら
一
度

も
意
見
交
換
会
が
な
く
、
仕
事
上
の
つ
な
が

り
以
外
は
ほ
と
ん
ど
交
流
す
る
こ
と
が
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。」
と
い
う
よ
う
な
話
を

し
た
と
こ
ろ
、
取
材
の
翌
日
に
農
山
村
整
備

部
技
監
か
ら
、「
意
見
交
換
会
を
実
施
し
よ

う
。」
と
の
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
意
見
交
換
会
に
つ
き
、
ど
の

よ
う
に
し
よ
う
か
思
案
の
末
、
各
社
か
ら
主

に
現
場
の
声
、
意
見
等
を
出
し
合
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

質
問
に
回
答
を
出
す
方
式
で
は
交
換
会
に

な
ら
な
い
と
の
配
慮
か
ら
、
記
録
に
残
さ
ず
、

お
互
い
の
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
上
違
う
意
見
ど
う
し
の
接

点
を
見
つ
け
る
べ
く
、
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
く
、

遠
慮
し
た
よ
う
な
意
見
も
、
そ
れ
ぞ
れ
交
換

し
合
う
こ
と
で
一
つ
の
接
点
に
達
し
よ
う
と

す
る
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
場
に
出
か
け
て
泥
ま
み
れ
に
な
っ
た
り

す
る
こ
と
の
少
な
く
な
っ
た
経
営
者
、
現
場

の
実
情
に
触
れ
る
機
会
の
減
っ
た
発
注
側
、

そ
れ
ぞ
れ
が
現
場
か
ら
上
が
っ
て
き
た
声
を

聴
き
、
実
情
に
触
れ
る
機
会
を
一
緒
に
持
つ

こ
と
に
よ
り
、
壁
を
越
え
て
理
解
し
あ
い
、

同
じ
問
題
を
共
有
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　

新
し
い
工
法
、
そ
れ
に
対
応
す
る
技
術
力

は
無
論
、
基
礎
と
な
る
技
術
の
伝
承
、
担
い

手
の
育
成
等
共
有
す
べ
き
課
題
が
見
え
隠
れ

し
始
め
ま
し
た
が
、
時
間
切
れ
で
次
回
の
課

題
と
し
て
、
意
見
交
換
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

正
副
会
長

　

天
野
所
長
を
は
じ
め
部
長
・
技
監
・
各
工

事
担
当
課
長
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
現
場

で
日
頃
か
ら
抱
え
ま
す
課
題
に
対
し
ま
し
て
、

直
接
、
意
見
交
換
を
で
き
る
場
を
設
け
て
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
日
、
そ
の
場
で
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
速
現
場
で
対
応

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
後
日
、
県
や

国
に
挙
げ
て
い
た
だ
く
項
目
に
つ
き
ま
し
て

は
、
直
ぐ
に
回
答
い
た
だ
け
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
継
続
的
に
施
工
業
者
の
意
見
と
し
て

対
応
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

所
長
か
ら
は
、「
相
互
に
内
部
で
の
コ
ミ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ

り
、
施
工
業
者
と
行
政
の
間
で
の
コ
ミ
ニ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
は
難
し
い
問
題
も

あ
る
が
、
今
後
、
継
続
的
に
意
見
交
換
の
場

を
設
け
て
行
き
た
い
。」
と
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
品
確
法
」
の
改
正
が
施
行
さ
れ
、
目
的

と
し
て
「
現
在
及
び
将
来
の
公
共
工
事
の
品

質
確
保
、
担
い
手
の
中
長
期
的
な
育
成
・
確

保
」
が
追
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、
適
正
利
潤

が
確
保
で
き
る
よ
う
な
予
定
価
格
の
設
定
な

ど
、「
発
注
者
責
務
の
明
確
化
」、「
地
域
の

実
情
に
な
ど
に
応
じ
た
多
様
な
入
札
制
度
の

導
入
・
活
用
」
な
ど
、
受
注
者
側
に
も
「
ダ

ン
ピ
ン
グ
の
防
止
」
な
ど
が
設
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
施
工
現
場
の
品
質
管
理
の
徹
底
を

図
り
、
発
注
者
側
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。
引
き
続
き
、
定
期
的
に
意

見
交
換
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ

と
、
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
、
継
続
開
催
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
本
理
事

　

先
日
は
、
意
見
交
換
会
の
場
を
作
っ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
施
工
に
際
し
担
当
者
同

士
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
直
面
し
な
が
ら
も
、

中
々
公
の
意
見
と
し
て
、
取
り
上
げ
て
い
た

だ
け
る
機
会
も
少
な
く
、
そ
の
都
度
お
互
い

の
思
い
を
交
換
す
る
に
止
ま
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
度
は
、
所
長
を
は
じ
め
幹
部
の

方
々
の
英
断
で
、
現
場
の
実
態
を
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
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多
く
の
意
見
が
交
換
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
の
検
討
の
必
要
性
も
、
ご
理
解
い
た

だ
け
た
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

よ
い
物
を
早
く
、
低
コ
ス
ト
で
お
届
け
す

る
の
が
業
者
の
努
め
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
企
業
と
し
て
は
経
済
的

な
面
を
無
視
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
対
応
に

悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
企

画
に
お
い
て
、
得
難
い
情
報
や
実
態
の
確
認

も
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を

設
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
で
す
の
で
、
我
々

も
、
よ
り
よ
い
施
工
に
活
か
す
べ
く
精
一
杯

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

梶
山
理
事
　

　

意
見
交
換
会
の
機
会
を
設
け
て
く
だ
さ
っ

た
、
所
長
並
び
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
部

長
は
じ
め
各
課
長
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
我
々
の
問
い
に
対
し
て
積
極
的
な
回

答
し
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
て
も
有
意
義
な
意
見
交
換
が
で
き
た
と
感

じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
意
見
は
日
頃
、
私
た
ち
が
工
事
を

進
め
て
い
く
に
当
た
り
、
頻
繁
に
出
て
く
る

問
題
で
あ
り
ま
し
た
。
議
論
を
進
め
て
い
く

中
で
、
す
で
に
検
討
し
て
い
た
だ
け
て
い
る

内
容
、
ま
た
、
今
後
検
討
し
て
い
た
だ
け
る

と
い
う
内
容
な
ど
、
心
強
い
回
答
を
い
た
だ

い
た
け
た
こ
と
は
大
変
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
改
善
し
て
い
た
だ
き
今
後
の
積

算
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
今
後
も
、
継
続
的
に
意
見
交
換
会
を

開
催
し
て
い
た
だ
け
る
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

菊
池
理
事

　

意
見
交
換
会
の
機
会
を
頂
き

感
謝
致
し
ま
す
。

　

現
場
の
生
の
声
を
上
げ
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
担
当
者
同
士

だ
け
で
は
解
決
し
な
い
問
題
も

ご
ざ
い
ま
す
。

　

所
長
は
じ
め
幹
部
の
皆
様
方

に
現
場
の
実
情
を
知
っ
て
頂
く

良
い
機
会
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

早
々
に
現
場
の
視
察
を
し
た
い

と
の
要
望
を
頂
き
ま
し
て
、
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
御
案
内
致
し
ま
す
。

　

又
、
国
へ
要
望
す
る
、
部
会

等
で
検
討
す
る
等
々
、
前
向
き

な
解
答
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

無
事
故
・
無
災
害
で
品
質
の

良
い
も
の
を
、
よ
り
早
く
、
よ

り
低
コ
ス
ト
で
造
る
事
は
、
発

注
者
・
受
注
者
の
共
通
の
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
企
業
に
は

適
正
な
収
益
を
上
げ
、
地
域
経

済
の
発
展
や
雇
用
の
確
保
に
貢

献
す
る
責
務
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
契
機
に
よ
り
良
い
施
工
が
出
来
る

よ
う
に
、
今
ま
で
以
上
に
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
重
ね
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
幸
い
に
も
所
長
か
ら
も
、
今
後
も
意

見
交
換
会
を
行
い
た
い
と
の
お
話
が
ご
ざ
い

ま
し
た
の
で
、
大
変
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。
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工　事　名	 平成26年度　社会資本整備総合交付金事
業（改築）0105号線道路改良工事（その３）

工 事 箇 所 	 焼津市上新田・上泉地内
工　　　期	 平成26年9月22日～平成27年6月30日
施　工　者	 本橋建設株式会社
発　注　者	 焼津市役所
現場代理人	 洲崎　陽
工 事 概 要 	 工事施工延長	 154ｍ
	 路体盛土工	 2,800㎥
	 路床盛土工	 2,400㎥
	 小型重力式擁壁工	 58ｍ
	 上りランプブロック積工	 468㎡
	 プレキャストＬ型擁壁工	 129ｍ
	 上新田西用排水路（カルバート・柵渠工）	 44ｍ
	 舗装工（下層路盤工）	 2,000㎡
	 舗装工（上層路盤工）	 1,900㎡
　　　	 排水構造物工	 632ｍ

東名高速道路の新設スマートインターチェンジを各工区
で分けた工事です。隣接工区や関連工事が同時施工の為、
工程調整に苦労しましたが、各工事の現場代理人との密
な打合せとお互いの協力により、工事を完了することが
出来ました。

工　事　名	 平成25年度［第25-Ｖ1430-01号］焼津漁
港農山漁村地域整備交付金（漁港環境）

	 第10地区施設整備工事（植栽工）
工 事 箇 所 	 焼津市石津地先
工　　　期	 平成26年1月29日～平成26年6月30日
施　工　者	 株式会社　特種東海フォレスト
発　注　者	 静岡県焼津漁港管理事務所
現場代理人	 紅林　祐輔
工 事 概 要 	 施工延長	 661ｍ
	 中木・低木植栽工	 57本
	 張芝工	 9,608㎡
	 イワダレソウマット敷設工　	 1,439㎡

海風が強く、乾燥しやすい箇所のため、張芝・植栽後、
散水回数を増やし、活着率の向上に努めた。

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

施工状況

施工状況

着
手
前

着
手
前

完
　
成

完
　
成
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工　事　名	 平成26年度[第26－D3151－01号]（国）473
号特定施設関連道路整備事業アスファルト
舗装工事（第３工区）

工 事 箇 所 	 牧之原市東萩間地内
工　　　期	 平成26年9月11日～平成27年1月30日
施　工　者	 共和建設株式会社
発　注　者	 静岡県島田土木事務所
現場代理人	 鈴木　正憲
工 事 概 要 	 舗装工	 262ｍ
	 アスファルト舗装工[付替道路]	 1,680㎡
	 アスファルト舗装工[事業用地内]	 14,450㎡
	 道路付属施設	 １式

工事用進入路の市道は３ｍ程度と狭く、周辺は茶畑で農
作業車との交差が困難な為、県有地の残土処理場から進
入路を設置して施工しました。地元の農家の方に迷惑か
けることなくまた、大型車の通行が無い為に市道を傷め
ることなく施工できました。

コ
メ
ン
ト

工　事　名	 平成26年度[第26-B3519-01号]（国）362号26年
	 道路災害復旧工事26年災査定第98号（擁壁工）
工 事 箇 所 	 榛原郡川根本町東藤川地内
工　　　期	 平成27年１月28日～平成27年６月30日
施　工　者	 株式会社　柳澤組
発　注　者	 静岡県島田土木事務所
現場代理人	 柴田　哲也
工 事 概 要 	 復旧延長	 	 33ｍ
	 擁壁工（地山補強土工）	 90㎡
	 アスファルト舗装工	 32㎡
	 防護柵設置工（ガードレール）	 33ｍ
	 区画線工	 	 17ｍ

現場は国道362号線の路肩が滑落した箇所であり、道路から
の落差は８ｍある為、クレーン車を使った片側通行での作業は
大変困難な工事でした。

コ
メ
ン
ト

施工状況

施工状況

着
手
前

着
手
前

完
　
成

完
　
成
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お役所仕事
2020年東京五輪のメーン会場と

なる新国立競技場建設計画をめぐ
りすったもんだが続いて

いる。
新国立を手がけた会社として名前

が残るという名声に期待していた
建設会社もゴタゴタが続

いて意欲をそがれ気味。

取りっぱぐれの心配はないだろう
が、想定より事業費が膨らんでい

るだけに収益性にも疑問

符が付く。建設業界はデザインが
決まったあと、施工ノウハウを反

映できる設計施工一括発

注方式を求めたが、JSCは従来の
分離発注に固執。

結局、建設会社が技術協力業務委
託者として設計に参画したのは昨

秋だ。五輪に先駆けて　

お役所仕事を世界に披露してくれ
た。

設計図書。
　工事受注業者にとって、工事内容・受注金額等受注した工事の全てを決める大事な書類である。その中には図面や設計書、特記仕様書などいろいろな物が含まれているが、金額を決める設計書について言いたいことがある。　設計書には、機械･機材、使用材料、時には工法まで明示されているが、現場に搬入できない機械で計上されていたり、2tダンプがギリギリくらいの道幅で10tダンプによる搬出になっていたりと現実と乖離した設計のことがある。それでも現場は、現場に即した機械を使わざるをえません。当然、不利益が生まれます。　着手前に解ることについて、「設計照査」にてそういった項目をあげますが、“前年度工事がそうだったから”とか、“現場推進会議としての資料でもあるので削除して下さい”や、“予算が無いので工事を進めて予算が取れたら変更する”等、照査項目から外される事が多いのです。
　発注者と請負者は「対等な立場」であると、共通仕様書には明記されています。しかし、工事着手時担当者と良好な関係を築いていきたい時にそんな事を言うわけにもいかない現状があります。
　「請負」（うけおい）とは「うけまけ」と言われることがあります。請けた者が負けるという意味です。それでいいのでしょうか？ダメです。慈善事業として請けているのではなく、企業とは営利目的に存続しているものです。そこのところを強く唱えていきたいと思います。

お金の勘定
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潮目
　委員長から、言いたいことをズケズケ言って、ひとつの切り口にしていきたいで始まった「言いたい放題」、広報委員の皆さん結構度胸があり、厳しい意見も提供しあちらこちらで話題に上るようになってきました。でも、実際に潮目が変わってきたのは2011年の東北大震災以降です。
　それまでは、我々建設業界は悪の象徴、政治家をはじめ、公共事業や建設業界を貶(けな)していれば、世間受けし、我々はその都度悔しい思いをしたものです。　それがあの大震災の中で市民・住民の安心・安全を守ったのは、地域の建設業者だと証明されました。晴れて世の中に必要とされ、地域の社会資本整備の担い手であり、地域住民の安心・安全を確保する建設業者として、皆様に認知していただけるようになりました。課題はいくつもありますが、この思いを力に業界全体で力を合わせ、前進したいと思っています。

職人軽視
技能者（職人）のものづくり技術を「職

人技」と言って称賛はするものの、ドイ
ツの

マイスター制度のように待遇や報酬にき
ちんと反映する仕組みがなく、技能の重

要性

が正しく評価されていない。これから担
い手（若年技能者）の確保・育成ができ

るのか。

待遇や報酬よりもっと根深い物を、時間
をかけて改善しないかぎり日本の将来は

ない。

それは建設業をしている人のことを見下
す傾向がある。「こんな危険な作業をし

てる

なんて、大変そうだし私は絶対無理、給
料も低そうだし」みたいな風潮が確実に

ある。

ブルーカラー、ホワイトカラーという名
称をつくって労働者に階層をつくってい

る。

経営側も、汗水流して物をつくるより他
人に作らせろ、物作り軽視、技術軽視、職

人軽視、

で金儲けには下請けに出せば良いと。汗
水流す労働軽視の社会風潮である。

職人軽視の考え方が、建設業をだめにし
ている。夢、誇りを持てなければ若者は

集ま

らない。
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静
岡
県
が
発
注
し
た
土
木
工
事
等
で
、

優
れ
た
成
績
を
上
げ
た
優
良
工
事
や
優
良

技
術
者
等
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
当
協

会
員
が
多
数
受
賞
し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

静
岡
県
交
通
基
盤
部

優
良
建
設
工
事
等
部
長
表
彰

７
月
24
日
㈮

　

於　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・

　
　
　

あ
ざ
れ
あ

・
優
良
技
術
者
（
島
田
土
木
事
務
所
）

　
　

八
木
和
昭　
（
㈱
グ
ロ
ー
ジ
オ
）

　
　

小
林　

剛　
（
㈱
エ
コ
ワ
ー
ク
）

　
　

秋
山
充
彦　
（
㈱
橋
本
組
）

・
優
良
技
術
者
（
焼
津
港
管
理
事
務
所
）

　
　

半
田　

肇　
（
㈱
橋
本
組
）

・
地
域
貢
献
（
島
田
土
木
事
務
所
）

　
　

相
良
建
設
㈱

島
田
土
木
事
務
所
長
表
彰

８
月
６
日
㈭

　

於　

島
田
市
金
谷
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
（
夢
づ
く
り
会
館
）

・
優
良
工
事

　
　

共
和
建
設
㈱
、
岡
村
建
設
工
業
㈱

・
優
良
技
術
者

　

北
川
雅
規
（
㈱
エ
コ
ワ
ー
ク
）

・
安
全
工
事

　

㈱
梶
山
組

・
地
域
貢
献

　

㈱
エ
コ
ワ
ー
ク

志
太
榛
原
農
林
事
務
所
長
表
彰

８
月
６
日
㈭

　

於　

島
田
市
金
谷
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
夢
づ
く
り
会
館
）

・
優
良
工
事

　

㈱
神
田
組

　

㈱
柳
澤
組

　

㈱
梶
山
組

・
優
良
技
術
者

　

角
皆
敏
仁
（
㈱
木
村
組
）

　

植
田
和
之
（
㈱
加
藤
組
）

・
地
域
貢
献

　

フ
ル
カ
ワ
ク
リ
エ
イ
ト
㈱

「
優
れ
た
技
術
力
」
や
「
地
域
へ
の
貢
献
度
」
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
表
彰
を
多
数
の
協
会
員
が
め
で
た
く
受
賞 

!!

平
成
27
年
度
静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事
褒
賞

　

建
設
現
場
で
働
く
優
れ
た
建
設
技
術
、

技
能
労
働
者
に
贈
ら
れ
る
知
事
褒
賞
を
、

今
年
度
は
当
協
会
か
ら
2
名
の
方
が
受
賞

さ
れ
、
９
月
17
日
㈭
に
開
催
さ
れ
た
「
建

設
産
業
構
造
改
善
推
進
の
つ
ど
い
」
の
席

上
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

・
受
賞
者

平
成
27
年
度
日
本
道
路
協
会
長
表
彰

　

道
路
愛
護
、
環
境
の
整
備
に
多
年
に
わ

た
り
献
身
的
に
精
励
し
、
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
道
路
功
労
者
に
贈
ら
れ
る
日
本
道

路
協
会
長
表
彰
を
、
今
年
度
は
当
協
会
か

ら
１
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
、
８
月
20
日
㈭

に
開
催
さ
れ
た
「
道
路
功
労
者
表
彰
式
」

の
席
上
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

・
受
賞
者

塩澤　潤
（㈱グロージオ）

山本　英樹 
（㈱山田組）

片岡　伊佐夫
（㈱橋本組）
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建
災
防
島
田
分
会
は
、
建
災
防
島
田
分

会
は
、
７
月
３
日
㈮
に
島
田
市
金
谷
生
き

が
い
セ
ン
タ
ー
（
夢
づ
く
り
会
館
）
に
お

い
て
、
島
田
労
働
基
準
監
督
署
長
や
島
田

土
木
事
務
所
長
な
ど
の
県
の
事
務
所
長
を

来
賓
と
し
て
お
招
き
し
、「
平
成
27
年
度

島
田
地
区
建
設
業
労
働
災
害
防
止
安
全
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
分
会
員
か
ら
募
集
し
た
安
全
標

語
の
優
秀
作
品
が
表
彰
さ
れ
、
続
い
て
島

田
労
働
基
準
監
督
署
の
小
坂
光
輝
第
二
方

面
主
任
監
督
官
の
「
建
設
業
の
労
働
災
害

防
止
に
つ
い
て
」
と
し
て
講
演
、
山
本
利

彦
災
防
委
員
長
の
労
働
災
害
防
止
研
修
が

行
わ
れ
、
続
い
て
出
席
者
全
員
（
２
０
０

名
）
が
安
全
の
誓
い
を
唱
和
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、

島
田
土
木
事

務
所
出
口
遵

太
郎
査
監
を

講
師
に
建
設

工
事
安
全
講

習
会
を
併
せ

て
開
催
し
ま

し
た
。

　

島
田
工
業
高
校
2
年
生
の
建
築
科
２
名
、

都
市
工
学
科
３
名
の
生
徒
が
、
７
月
27
日

㈪
か
ら
29
日
㈬
ま
で
の
３
日
間
、
会
員
会

社
２
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
建
設
現

場
実
習
・
就
業
体
験
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、
猛
暑
の
中
で
ベ
テ

ラ
ン
技
術
者
の
指
導
の
も
と
、
測
量
な
ど

の
作
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
前
向
き

な
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

ご
指
導
い
た
だ
い
た
皆
様
に
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

土
木
・
建
築

委
員
会
は
、
島

田
土
木
事
務
所
、

焼
津
漁
港
管
理

事
務
所
、
御
前

崎
港
管
理
事
務

所
、
及
び
志
太

榛
原
農
林
事
務

所
と
共
催
で
、

８
月
６
日
㈭
に

島
田
市
金
谷
生

き
が
い
セ
ン

　

８
月
の
「
道
路
愛
護
月
間
」
は
、
市
町

や
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
安

全
で
快
適
な
道
路
環
境
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
に
道
路
愛
護
運
動
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
協
会
に
お
い
て
も
、
今
年
も
７
月
か

ら
８
月
に
か
け
て
会
員
総
出
で
、
道
路
除

草
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

清
掃
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
、
大
勢
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

参
加
会
員
数　

54
社

労
働
災
害
「
ゼ
ロ
」
を

目
指
し
て
安
全
大
会
開
催

島
田
工
業
高
校
生
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施

199
名
が
出
席
し
て
「
土
木
技
術
者
研
修
会
」
を
開
催

猛
暑
の
中
、
会
員
総
出
で
「
道
路
愛
護
」
に
取
り
組
む

タ
ー
夢
づ
く
り
会
館
で
土
木
技
術
者
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
静
岡
県
工
事
検
査
課
山
村
検
査

監
が
「
工
事
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
」、

続
い
て
、
島
田
労
働
基
準
監
督
署
の
小
坂

第
二
方
面
主
任
監
督
官
が
「
建
設
工
事
に

お
け
る
労
働
災
害
の
事
例
と
防
止
対
策
に

つ
い
て
」
講
演
し
、
最
後
に
静
岡
県
中
部

危
機
管
理
局
の
五
藤
技
監
が
、「
静
岡
県

の
危
機
管
理
体
制
・
次
地
震
被
害
想
定
と

対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

参
加
人
数　
　

２
９
２
名　

（
会
員
外
含
め　

４
０
７
名
）
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親
子
現
場
見
学
会
開
催

楽
し
く
大
井
川
を
学
ぼ
う
!

「
川
ま
つ
り
」
開
催

　

小
学
生
に
建
設
業
を
知
っ
て
も
ら
い
、

将
来
は
建
設
業
界
で
活
躍
し
て
も
ら
う
た

め
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
親
子
現
場
見

学
会
」
を
今
年
も
７
月
31
日
㈮
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
国
道
１
号
静
清
バ
イ
パ
ス
の

４
車
線
化
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
30
年

度
の
供
用
開
始
に
向
け
、
牧
ケ
谷
Ｉ
Ｃ
～

丸
子
Ｉ
Ｃ
間
で
中
部
地
方
整
備
局
静
岡
国

道
事
務
所
が
施
行
す
る
「
丸
子
藁
科
ト
ン

ネ
ル
西
地
区
（
丸
子
側
）
工
事
現
場
」
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

中
部
地
方
整
備
局
静
岡
国
道
事
務
所
担

当
者
や
施
工
業
者
の
社
員
か
ら
、
工
事
概

要
や
工
法
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
マ
ス
ク
、
長
靴
姿
で
掘
削

中
の
ト
ン
ネ
ル
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

工
事
中
の
ト
ン
ネ
ル
内
で
は
、
大
型
重

機
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
直
接
ふ
れ
、
そ

の
大
き
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
様
子
。
掘
削

は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
爆
破
し
て
掘
り
進
み
、

そ
の
後
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
鋼
材
で
補

強
し
、
地
山
か
ら
厚
さ
10
㎝
程
度
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
吹
付
け
る
と
の
話
に
目
を
輝

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

内
部
の
見
学
後
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

利
用
し
た
残
土
処
理
の
方
法
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

　

見
学
後
、
バ
ス
で
日
本
平
山
頂
へ
移
動

し
昼
食
後
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
日
本
平

動
物
園
で
は
、
猛
暑
の
中
、
気
持
ち
よ
さ

そ
う
に
泳
ぐ
白
ク
マ
や
ペ
ン
ギ
ン
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
静
岡
国
道
事
務

所
及
び
施
工
業
者
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
工
事
を
見
学
し
て

橋
本
　
侑
門

　

七
月
三
十
一
日
に

ぼ
く
は
一
号
静
清
丸

子
藁
科
ト
ン
ネ
ル
の

工
事
現
場
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
ト
ン
ネ
ル
を
ほ
る
の
は
建
物

を
く
ず
す
時
に
使
う
ブ
レ
ー
カ
ー
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を

使
っ
て
ト
ン
ネ
ル
の
岩
を
く
ず
し
て
ほ
っ

て
い
る
と
知
り
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
使
う
と
大
き
な
音

が
出
て
し
ま
い
、
近
所
の
人
に
迷
わ
く
が

か
か
っ
て
し
ま
う
た
め
、
大
き
な
か
べ
で

音
を
外
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
て
作
業

を
し
て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
巨
大
送
風
機
で
暑
い
ト
ン
ネ
ル

内
で
作
業
を
し
て
い
る
人
に
風
を
送
っ
て

い
て
、
ト
ン
ネ
ル
内
は
お
く
に
い
く
ほ
ど

す
ず
し
か
っ
た
で
す
。

　

ぼ
く
は
こ
の
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
て
、

交
通
混
雑
の
か
ん
和
、
そ
し
て
交
通
が
便

利
に
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
原
文
）

　

島
田
土
木
事
務
所
や
島
田
市
、
藤
枝
市

な
ど
大
井
川
流
域
の
市
町
主
催
に
よ
る
第

17
回
大
井
川
「
川
ま
つ
り
」
が
、
8
月
21

日
㈮
に
島
田
市
民
総
合
施
設
「
プ
ラ
ザ
お

お
る
り
」
で
開
催
さ
れ
、
３
０
０
人
を
超

え
る
児
童
と
保
護
者
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
大
井
川
の
生
き
物
や
発

電
の
仕
組
み
、
大
井
川
を
守
る
森
林
や
飲

み
水
な
ど
、
生
活
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い

て
勉
強
し
ま
し
た
。

　

当
協
会
で
も
土
木
・
建
築
委
員
会
が
、

島
田
土
木
事
務
所
川
根
支
所
と
合
同
で
笹

船
の
作
成
指
導
を
行
い
、
大
井
川
の
模
型

に
流
し
て
楽
し
む
と
と
も
に
、
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な

ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
会
事
業
の
活
動
の
様
子
を
写

真
パ
ネ
ル
で
紹
介
、
Ｐ
Ｒ
用
う
ち
わ
の
配

布
な
ど
、
島
田
建
設
業
協
会
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
ま
し
た
。
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大
井
川
鉄
道
の
Ｓ
Ｌ
機
関
車
「
ト
ー

マ
ス
号
」
は
リ
ア
リ
テ
ィ
に
あ
ふ
れ
、

絵
本
か
ら
抜
け
出
し
て
き
た
か
の
よ
う

な
「
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス
」
に
再
現

さ
れ
、
実
際
に
走
っ
て
い
る
姿
は
壮
大

な
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
子
供
は
も
と
よ

り
、
20
代
か
ら
50
代
ま
で
の
大
人
が
熱

狂
的
で
、
そ
ん
な
幅
広
い
人
気
層
が
足

を
運
ば
せ
た
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
２
年
目
に
入
り
、
地
元
沿
線

の
「
も
て
な
し
」
に
も
本
気
度
に
ス

イ
ッ
チ
が
入
り
、
８
月
中
旬
の
新
聞
に

は
、
沿
線
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
島
田

市
の
主
婦
が
立
ち
上
げ
た
会
が
乗
客
に

手
を
振
り「
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
活
動
が

徐
々
に
広
が
り
、
あ
ち
こ
ち
で
手
を
振

る
姿
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

ト
ー
マ
ス
人
気
を
後
押
し
し
、
ど
の

よ
う
に
地
域
活
性
化
に
活
か
し
て
い
く

の
か
、
と
い
う
課
題
を
克
服
す
る
こ
と

が
、
人
気
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

地
域
が
笑
顔
で
観
光
客
を
も
て
な

し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
大
井
川
沿
線

を
訪
れ
て
い
た
だ
け
た
ら
、「
き
か
ん

し
ゃ
ト
ー
マ
ス
」
も
い
っ
そ
う
笑
顔
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　
　

Ｍ
・
Ｋ

特別教育
　建災防島田分会でも、足場からの墜落防止の措置を強化するため、組
立て等の業務に係わる特別教育を実施することにしました。既に7月1
日から施行されておりますが、周知徹底を図り、事故防止に繋げていき
たいと思っております、大勢の方々の参加をお待ちしております。
　さて、パトロールに同行して感ずることですが、各社の安全への取り
組みは確実にレベルが上がってきております。しかしながら、やはり人
間がやることですから、ややもするとマンネリに走りがちになっていま
す。現場ごとの創意工夫も減少気味になっていませんか？書類の作成で
もそうした傾向が見受けられます。現場は毎日動いており、その現場の
進捗に合わせた安全のポイントが必ずあります。季節や天候、第三者と
言われる一般の方々への影響と、その時、その時のタイミングを外さず、
生きた安全管理を心掛けていただきたいと思います。
　事故の発生の中で、相変わらず墜落・転落が多くを占めており、今回
の特別教育に至ったわけですが、他山の石で、過去の事故例を参考に日々
の安全管理に生かしていただくことが大切です。
　ポイントをしっかり定め、確認し実行することでゼロ災害を達成した
いと願っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｔ・Ｙ）



【表紙解説】　
「月見里神社」と書いて「やまなし神社」と云われる境内に、二股に分れた幹が特徴的なクスノキは、市内有数の優れた
大木として藤枝市指定天然記念物に指定されています。
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●正副会長会議
　第５回会議　７月３日（金）金谷夢づくり会館
　　・島田土木事務所との物品使用貸借契約（衛星携帯電話）

について
　　・平成27年度静岡県総合防災訓練について
　　・東日本建設業保証㈱の「担い手確保育成・防災減災支援

事業に係る助成」について
　　・災害時通信手段の確保提案について
　第６回会議　８月25日（火）書面協議
　　・災害時事業継続計画策定のための研修会の開催について
　　・国への要望活動について
　　・静岡国道事務所との意見交換会の開催について
　　・島田土木事務所との意見交換会の開催について
　　・静岡県総合防災訓練への参加について
　　・島田警察署防災訓練への参加依頼について

●広報委員会
　第４回委員会　７月15日（水）当協会
　　・広報誌VOL.145号の企画
　第５回委員会　９月４日(金)　当協会
　　・広報誌VOL.145号の校正
　第６回委員会　９月10日(木)　当協会
　　・広報誌VOL.145号の最終校正

●労務委員会
　親子現場見学会の開催　　７月31日（金）
　　・国道１号静清バイパス丸子藁科トンネル西地区工事現場
　　　（静岡市駿河区丸子）の見学及び日本平動物園

●土木・建築委員会
　インターンシップ事前研修会
　　7月10日（金）　島田工業高校生　５名他
　インターンシップの受け入れ
　　7月27日（月）～ 29日（水）３日間
　　・島田工業高校生　５名（都市工学科３名、建築科２名）
　平成27年度静岡県交通基盤部優良建設工事等表彰（所長表彰）
　　及び土木技術者研修の開催　8月６日（木）
　　島田市金谷生きがいセンター　夢づくり会館
　　・参加者　199名
　大井川「川まつり」への参加
　　・8月21日（金）プラザおおるり
　　　協会のＰＲと笹船づくりの指導

●環境・災害対策委員会
　第１回環境・災害対策委員会　８月４日（火）当協会
　　・災害時事業継続計画（ＢＣＰ）策定のための研修会開催

について

　　・平成27年度静岡県鳥インフルエンザ防疫演習への参加
について

　　・家畜伝染病発生時の掘削・埋却業務に関する作業マニュ
アルについて

　　・県中部家畜保健衛生所との「家畜伝染病発生時における
緊急家畜処分業務に関する協定」について

　　・今後の検討課題について　
　道路愛護運動への会員参加　7月10日（金）～ 8月20日（木）
　　管内全域
　地震防災訓練
　　・情報伝達訓練		 ８月31日（月）全会員
　　・災害応急対策協力者の出動要請・応諾訓練
　　　８月25日～ 28日	 島田土木事務所
　　　８月26日	 	 焼津漁港管理事務所
　　　８月20日・26日	 御前崎港管理事務所
　　　８月27日	 	 静岡空港管理事務所
　静岡県総合防災訓練
　　　８月30日　焼津市・藤枝市会場　屋外訓練雨天中止

●建災防島田分会
　島田地区労働災害防止大会　
　　７月３日（金）　島田市金谷生きがいセンター夢づくり会館
　　参加者　200人
　安全パトロール
　　・第３回	　７月23日（木）雨天中止
　　・第４回	　８月19日（水）５地区
　　・第５回	　９月17日（木）５地区
　足場の組立て等の業務に係る特別教育（３時間）講習会
　　・９月30日（水）当協会　受講者39名
　第52回全国建設業労働災害防止安全大会への参加
　　・９月10日（木）～ 11日（金）大阪国際会議場（大阪府）

●会員の届出事項の変更

　　

●各種催事等
　９月17日（木）　建設産業構造改善推進のつどい（静岡市）

●今後の予定
　10月８日（木）　第42回建災防静岡県支部安全大会（静岡市）
　10月22日（木）　島田土木事務所との意見交換会（島田市）
　10月23日（金）　東海４県ブロック会議（静岡市）
　10月29日（木）　中部地方整備局との意見交換会（静岡市）

印　刷：株式会社 共立アイコム　　藤枝市高柳1-18-23　TEL 054-635-4651

協会だより 〜協会のうごき〜

会社名 変更事項 変更前 変更後 変更年月日

釘ケ浦建設㈱ 代表者 宮村　明 宮村　国行 平成27年６月22日

山岸建設㈱ 所在地 島田市高熊348 島田市志戸呂863-1 平成27年７月１日


